
国際森林年 特別企画 

戸隠から発信！森との絆を深めよう 

～森林環境の保全と適正利用を考える～  
  
 戸隠地域はブナ林のような自然度の高い森林や、カラマツ林などの人の手の入った森林

など多様な森林環境がみられます。そんな環境ならではの豊かな生き物たちも暮らしてい

ます。近年のパワースポット・ブームや観光キャンペーンなどの効果で空前の賑わいで大

混雑する一面も今日の戸隠の現実。 

豊かな自然環境と、歴史・文化が渾然となった魅力的な体験空間である戸隠の森林空間

は、すでにオーバーユースやマナーの問題が顕在化してきています。 

こうした今だからこそ、これからの戸隠の自然環境とヒトとの付き合い方に向かい合い、

森林との絆をいっそう深めていきましょう。 
  

開催時期：９月３日（土曜日）※雨天決行 

開催時間：13：00～15：30   参加無料 

開催場所：戸隠森林植物園（中央広場・森林学習館） 
    当日は混雑が予想されますので、公共交通機関や乗り合いでご参加ください。 
    なお、事前申し込みの方には臨時駐車場をご用意いたします。 
  
後援（依頼中） 

環境省長野自然環境事務所／林野庁中部森林管理局北信森林管理署／長野県長野地方事務所林務課／長野市森林整備課

／国立長野工業高等専門学校／信州大学／戸隠観光協会／戸隠キャンプ場／戸隠イースタンキャンプ場／ＮＰＯ法人

RAPOSA／ＮＰＯ法人戸隠森林植物園ボランティアの会／ＮＰＯ法人ＣＯ２バンク推進機構 

プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

■基調講演 13：00～14：00 

「豊かな自然環境とヒトはどう付き合っていくのか」（案） 

講  師：井田秀行氏（信州大学准教授） 

■パネルディスカッション 14：00～15：30 

『戸隠地域の適正利用と保全、自然と触れ合うマナー』 
パネラー：井田秀行氏（信州大学准教授） 

松岡保正氏（国立長野工業高等専門学校環境都市工学科教授） 
丸之内美恵子氏（環境省長野自然環境事務所自然保護官） 
湯浅翠氏（林野庁中部森林管理局 北信森林管理署） 
荒井克人氏（ＮＰＯ法人 RAPOSA理事長） 
中嶋秋文氏（社団法人長野市開発公社 戸隠キャンプ場担当） 

コーディネータ：宮入賢一郎（ＮＰＯ法人ＣＯ２バンク推進機構理事長） 

■自然観察会 

6：00～7：30、9：30～11：00 

『戸隠森林自然植物園を歩こう』 

講  師：荒井克人氏 

（ＮＰＯ法人 RAPOSA理事長） 

【パネル展示】 

戸隠エコネットワークの昨年度の取り組みの成果、自然散策のマナー、野生動植物の写真などのパネルを会場周辺に展示する。 

・ＧＩＳを使った動植物の分布データの管理、分析         ・乾燥化が進む水辺の復元と保全 
・戸隠の東側エリアの活用と提案（オーバーユースと適正利用）   ・フィールドを歩く時のマナー 

 ・野生動植物の写真  ほか 

 



 

参加される方のご連絡先 

ふりがな  

お名前  

住  所 
〒    － 

 

電話番号      －     － 

会場までの 

交通手段 

 自家用車（   ）台 、 バス・タクシー 、 徒歩 
 ※自家用車で来られる方には臨時駐車場をご用意いたします。 
 ※渋滞が予想されますので、時間に余裕をもってご来場ください。 
  朝から実施している自然観察会へのご参加をおすすめします。 

参加される方のお名前  ※全員分をご記入ください 

  

  

  

  

  

 

ＦＡＸ ０２６－２５４－７３０１ 
◇ご参加者の個人情報は適切に管理し、本イベントの連絡手段以外に利用いたしません。 

■会場     

 

参加申込用紙 

 下記の用紙にご記入のうえ、FAXにてお申込みください。 

 

会場：戸隠森林植物園 中央広場（森林植物園前）     

 


